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１．概要（Summary） 

近年、テラヘルツ波の直接発振が可能な共鳴トンネル

ダイオード(RTD)の作製技術が確立されつつあり、実用

的な応用展開が期待されている[1-3]。本研究では、従来

シリコンレンズを用いて自由空間中に取り出されていた出

力を伝送線路上に一体化された平面アンテナアレイから

取り出せるようにするため、東京工業大学ナノプラットフォ

ームの設備を利用してデバイスの作製を行う。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム露光装置 (スピンコータ・ホットプレート・オ

ーブン等を含む）、電子ビーム露光データ加工ソフトウェ

ア、触針式段差計、デジタル顕微鏡、高真空蒸着装置、

走査型電子顕微鏡、マスクレス露光装置、リアクテブイオ

ンエッチング装置、プラズマ CVD 装置 

【実験方法】 

InP基板上にエピタキシャル成長された半導体多層構

造に対して、高真空蒸着装置によって電極パターンを形

成する。次いで、触針式段差計でエッチング深さを計測し

ながらメサ構造を形成し、微分負性抵抗を有するRTDを

作製する。その出力をマイクロストリップ線路上に取り出し

た後、マイクロストリップ線路に周期的に装荷されたパッチ

アンテナより指向性ビームを放射させる。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

まず既存手法に則りRTDメサを形成した。その電流

-電圧(IV)特性を測定したところ、0.6-0.8V程度の領域

にかけて約50mSの微分負性抵抗が観察された。次に、

そのメサからの出力をマイクロストリップ線路上に

取り出し、線路に沿って１波長程度の間隔で周期的に

放射パッチを形成し、900GHz帯でブロードサイド方

向の周囲に指向性ビームを形成できるようにした。 

マイクロストリップ線路の誘電体層はcyclic olefin 

copolymer(COC)を塗布して構成し、その上にAZ5200

を塗布・露光・現像してマスクとして利用して不要な

箇所をエッチングして形成した。その上にPMMA-A8

を塗布・露光・現像してマスクとし、金蒸着後にリフ

トオフした。完成した素子をSEMで観察したところ、

Fig1のように伝送線路およびパッチアンテナの構造

自体は作製可能であることが分かった。しかし、再度

RTDのIV特性を測定したところ、負性抵抗が観察され

ず、5 Ω程度の抵抗を表す正比例関係になっており、

負性抵抗性が見えなくなった。その原因としては、

RTDを通らずに電極間を電流が流れるリークパスが

ブリッジ電極近傍に形成されてしまった可能性が考

えられる。今後の対策として、露光パターンに十分な

マージンを持たせて各部を形成する必要があると考

えられる。 
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Fig. 1 SEM images of the structure.  
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